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土
浦
市
内
の
大
手
製
造
工

場
に
30
年
働
い
て
き
た
男
性

は
昨
年
11
月
に
即
日
解
雇
。

つ
く
ば
市
内
の
大
手
印
刷
会

社
の
派
遣
社
員
だ
っ
た
20
代

男
性
は
解
雇
予
告
手
当
も
な

く
、
会

社

借

り

上

げ

の

ア

パ
ー
ト
も
追
い
出
さ
れ
、

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
と
車
の
な
か

の
生
活
に
―
―
山
中
た
い
子

県
議
は
、
県
内
の
実
例
を
あ

げ
「
こ
れ
以
上
の
非
正
規
切

り
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
課
税
免
除
さ
れ
て

い
る
進
出
企
業
、
さ
ら
に
従

業
員
50
人
以
上
の
県
内
３
千

社
に
県
が
直
接
、
雇
用
確
保

を
要
請
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。 

 

橋
本
知
事
は
雇
用
確
保
に

「
茨
城
労
働
局
と
一
緒
に

な
っ
て
と
り
く
む
」
と
答
え

ま
し
た
。 

 

当
座
の
生
活
資
金
と
な
る

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
金
に

た
い
す
る
利
子
補
給
、
産
業

技
術
専
門
学
院
、
農
業
大
学

校
へ
の
希
望
者
全
員
の
受
け

入
れ
と
授
業
料
は
無
料
に
戻

す
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

  
「
貸
し
渋
り
」を
な
く
す 

  

山
中
県
議
は
、
中
小
企
業

の
経
営
を
守
る
べ
き
緊
急
保

証
で
４
９
８
件
、
県
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
融
資
で
１
０
８

件
が
借
り
ら
れ
な
い
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
金
融
機
関
へ

の
指
導
、
返
済
期
間
の
延
長

な
と
の
改
善
を
求
め
ま
し

た
。 

 

山
中
県
議
は
、
６
歳
ま
で

所
得
制
限
も
自
己
負
担
も
な

い
完
全
無
料
化
に
あ
と
10
億

円
で
で
き
る
と
指
摘
。
こ
と

し
10
月
に
は
群
馬
県
が
中
学

生
ま
で
無
料
化
に
踏
み
出
す

こ
と
を
紹
介
し
、
本
県
で
も

中
学
生
ま
で
無
料
化
す
る
よ

う
提
起
し
ま
し
た
。 

 

橋
本
知
事
は
「
財
政
的
に

も
難
し
い
」
と
答
え
ま
し

た
。 

 

Ｔ
Ｘ
沿
線
の
８
地
区
の
計
画

人
口
は

10
万
２
２
０
０
人
。

現
在
よ
う
や
く
１
万
人
を
超
え

た
と
こ
ろ
で
す
。
経
済
情
勢
が

一
変
し
、
人
口
減
少
期
を
迎
え

て
開
発
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

開
発
地
区
で
の
土
地
区
画

整
理
事
業
に
お
け
る
県
財
政

負
担
は
１
千
億
円
。
先
買
い

し
た
県
有
地
を
処
分
で
き
て

も
、
将
来
負
担
は
８
６
０
億

円
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

山
中
県
議
は
、
規
模
縮
小

を
含
め
た
、
沿
線
開
発
事
業

の
根
本
的
見
直
し
を
強
く
求

め
ま
し
た
。
企
画
部
長
は
「
規

模
縮
小
は
現
実
的
に
は
困
難
」

「
整
備
計
画
の
見
直
し
に
よ
る

事
業
費
縮
減
な
ど
に
取
り
組

む
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

開
発
地
区
に
は
都
市
計
画
決

定
後
に
宅
地
並
み
課
税
さ
れ
た

山
林
な
ど
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
権
者
か
ら
「
税
金
だ
け

高
く
な
っ
た
」
「
固
定
資
産
税

は

35

倍
に
も
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
。 

 

山
中
県
議
は
、
減
額
措
置
を

し
て
い
る
流
山
市
や
柏
市
の
例

を
あ
げ
、
地
権
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
支
援
策
を
提
起
し
ま
し

た
。 

 

中
根
金
田
台
地
区
に
生
息
が

確
認
さ
れ
て
い
る
オ
オ
タ
カ
の

保
全
に
向
け
て
、
貴
重
動
植
物

と
の
共
存
を
は
か
る
立
場
か

ら
、
都
市
計
画
道
路
は
営
巣
地

を
避
け
る
よ
う
計
画
の
見
直
し

を
求
め
ま
し
た
。
生
活
環
境
部

長
は
「
保
護
対
策
を
講
じ
て
い

く
よ
う
都
市
再
生
機
構
を
指
導

し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

雇用実態の調査に日立建機常陸那珂臨港工場）

を訪れる山中たい子県議（左）と大内久美子県

議（右） 



山中たい子県議の県政報告 ２００９年４月 (2)  

 
新
年
度
予
算
は
総
額
１
兆
７
６
６

億
円
。
県
民
に
は
負
担
増
と
福
祉
切

り
捨
て
を
押
し
付
け
な
が
ら
、
大
型

開
発
に
は
巨
額
の
税
金
投
入
で
す
。 

 

自
民
党
、
民
主
党
、
公
明
党
、
自

民
県
政
ク
ラ
ブ
が
賛
成
し
、
反
対
し

た
の
は
日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。 

 

福
祉
き
り
す
て 

妊
産
婦
医
療
費

助
成
は
歯
科
診
療
な
ど
を
除
外
し
１

億
円
を
カ
ッ
ト
、
小
児
慢
性
疾
患
治

療
補
助
は
、
対
象
を
小
学
生
以
上
、

所
得
制
限
も
導
入
し
ま
し
た
。
廃

止
・
削
減
し
た
県
独
自
の
補
助
は
１

５
０
０
件
、
68
億
円
に
上
り
ま
す
。 

 

大
型
開
発
推
進 

一
方
、
茨
城
空

港
や
常
陸
那
珂
港
に
は
重
点
投
資
で

す
。
債
務
超
過
の
住
宅
供
給
公
社
、

土
地
開
発
公
社
に
加
え
、
新
年
度
は

開
発
公
社
が
加
わ
り
、
３
公
社
あ
わ

せ
て
１
０
０
に
の
ぼ
る
税
金
投
入
で 

県予算案を説明し各団体代表と懇談する

山中県議（正面左）と大内県議（右）

（２月20日、県議会） 

す
。 

 

日
本
共
産
党
は
反
対
討
論
で
、
大

型
開
発
の
破
た
ん
で
、
莫
大
な
保
有

地
と
借
金
を
背
負
っ
た
３
公
社
へ
の

補
助
金
が
一
般
財
源
を
圧
迫
し
て
い

る
と
指
摘
し
、
開
発
優
先
の
県
政
運

営
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。 

 

県
民
運
動
と
共
同 

県
民
の
運

動
を
反
映
し
、
私
学
助
成
の
補
助
単

価
引
き
上
げ
や
妊
産
婦
健
診
助
成
拡

充
（
５
回
→
14
回
）
、
県
立
高
校
の

耐
震
補
強
、
米
飯
給
食
増
加
の
市
町

村
へ
の
助
成
な
ど
の
予
算
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。 

妊産婦医療費助成を削減 

 歯科診療などを助成対象か

ら除外し１億円を削減 

小児慢性疾患治療補助を改悪 

 対象者を小学校入学後から

18歳未満にし、所得制限を

導入。受給者は５年前の

12,000人から318人に 

医師、看護師などの修学資金

貸与を無利息から年10％に 

常陸那珂港整備  ３８億円 

茨城空港整備   ５７億円 

圏央道負担金   ６２億円 

ダム直轄負担金  ２９億円 

つくばＴＸ沿線開発事業 

        １１４億円 

３公社への補助金１００億円 

 住宅供給公社に４６億円 

 土地開発公社に１０億円 

 開発公社に１７億円 

 ３公社利子補給に２７億円 

民家に近い新滑走路を使って訓練するＦ15ジェット戦闘機

（手前が嵩上げ工事中の現滑走路） 

 

茨
城
空
港
の
新
滑
走
路
が
、

す
で
に
自
衛
隊
機
の
訓
練
に
連

日
使
用
さ
れ
て
い
る
実
態
が
日

本
共
産
党
の
質
問
で
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。 

 

騒
音
区
域
が
西
側
に
拡
大

し
、
住
民
は
「
騒
音
が
ひ
ど

く
な
っ
た
。
戦
闘
機
の
発
進

時
に
は
テ
レ
ビ
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
最
大
に
し
て
も
全
く
聞

こ
え
な
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
の
指
摘
に

た
い
し
、
橋
本
知
事
は
な
ん

ら
防
衛
省
に
改
善
策
を
求
め

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。 

 

「
国
内
線
厳
し
い
」
知
事 

  

「
国
内
線
１
日
24
便
、
年

間
81
万
人
と
い
う
需
要
予
測

は
間
違
い
だ
っ
た
と
認
め
る

べ
き
」
と
た
だ
し
た
の
に
た

い
し
、
橋
本
知
事
は
「
需
要

確
保
は
厳
し
い
状
況
」
と
認

め
ま
し
た
。 

 

山
中
県
議
は
一
般
質
問

で
、
県
公
共
事
業
の
地
元
業

者
へ
の
発
注
率
を
引
き
上
げ

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

県
工
事
の
県
内
業
者
の
受

注
率
は
05
年
度
に
は
83
％
を

確
保
し
て
い
ま
し
た
が
、
07

年
度
に
は
79
％
と
低
下
し
、

栃
木
や
群
馬
よ
り
低
い
現
状

で
す
。 

 
山
中
県
議
は
、
学
校
や
社

会
福
祉
施
設
の
耐
震
補
強
な

ど
、
公
共
事
業
の
重
点
を
生

活
密
着
型
に
切
り
換
え
る
こ

と
で
、
中
小
業
者
の
仕
事
を

確
保
し
、
雇
用
と
地
元
振
興

に
つ
な
が
る
と
提
起
。
あ
わ

せ
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設
を
提
案
し
ま
し

た
。 

 

山
中
県
議
は
、
つ
く
ば
市
と

守
谷
市
で
人
口
が
増
加
し
て
い

て
も
、
１
人
１
日
の
最
大
給
水

量
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
あ
ら
た
め
て
過
大

な
水
需
給
計
画
の
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
。 

 

橋
本
知
事
は
、
今
後
、
水
需

要
が
増
え
る
理
由
に
「
地
下
水

か
ら
水
道
へ
の
転
換
」
を
あ
げ

た
こ
と
か
ら
、
山
中
県
議
は
、

つ
く
ば
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
」
は
す
で

に
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
例

を
あ
げ
、
市
町
村
の
安
定
水
利

権
と
地
下
水
を
利
用
す
れ
ば
、

新
た
な
水
源
開
発
は
必
要
な
い

と
の
べ
、
八
ッ
場
ダ
ム
中
止
を

求
め
ま
し
た
。 


